
 

 

クルーズサマリー 

 

１．航海情報 

 航海番号   KH-18-J03C 

船舶名    白鳳丸 

航海名称  東北津波域における海洋生態系変動メカニズムの解明 

首席研究者 [所属機関名] 

        国立研究開発法人 海洋研究開発機構  

東日本海洋生態系変動解析プロジェクトチーム 

渡邉 修一 

 課題代表研究者 [所属機関]  

国立研究開発法人 海洋研究開発機構  

東日本海洋生態系変動解析プロジェクトチーム 

土田 真二 

研究課題名  東北津波域における海洋生態系変動メカニズムの解明 

航海期間  平成 30年 8 月 20日～平成 30年 8月 29 日 

出港地～帰港地 

         東京～釧路 

調査海域名 三陸沖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 調査マップ 

 

航跡図 



 

調査海域図 

 

２. 実施内容  

調査概要 

     東日本海洋生態系変動解析プロジェクトは東北地方太平洋沖地震の被害から回復する過程

を理解し、漁業の復興と持続可能な発展を支援するために、災害によって大きく変化した海

洋生態系を調査・研究することを目的にしています。このプロジェクトの目標を達成するた



めに、私たち生態系モニタリングの研究ユニットでは、生態系調査、海洋環境の基本的な水

塊構造の情報やそその長期的な変化の観測、地理的調査などを行っています。 

 このクルーズでは、生態系モデルに役立てるために海洋環境の基本的な水塊構造の変動を

捉えるために KH-18-J02C航海および KS-17-J08Cで設置したランダー三台、流速計 1台の回

収を行った。また、KH-18-J02C航海で女川沖に設置し、航海開始時に漂流した温度・塩分セ

ンサー付きの水中ウインチ（SEA-SAW）の回収およびに SEASAW係留系の残置部分の回収を行

った。これらと同時に CTD- Carousel採水システム、FRRF-りん光プロファイラーを用いた観

測を 18地点で行い、水塊構造に関する情報を収集するとともに動物プランクトンを採取した。 

 

プロジェクトの名称  東北マリンサイエンス拠点形成事業 

   沖合底層生態系の変動メカニズムの解明 


